
高齢者の介護・介護予防の相談には

在宅介護支援センターをご利用ください

在宅介護支援センターは、高齢者と家族

の総合相談窓口です。健康のこと、福祉の

こと、介護のこと、住まいのこと、食事の

ことなど何でもご相談ください。

相談は無料です。個人の秘密は厳守しま

す。悩みを解決してはつらつ人生を送りま

しよう。

在宅介護支援センターでは、介護に必要

な介護用品も展示しています。

お気軽にご利用ください。

麹介護支援課S366 ―7343

●は支所､愿 は在宅介護支

援センターの所在地です。

個々の在宅介護支援センタ
ーの詳細地図は左図参照

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

相
談
を
受
け
て
、
必
要
に
応
じ
家
庭

訪
問
も
行

い
ま
す
。
そ

の
上

で
本

人
・
家
族
の
希
望
を
第
一
に
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
決
定
し
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
・
市
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・

地
域
の
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

機
関
等
と
調
整
を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス

を
適
切
に
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。

市
役
所
介
護
支
援
課
内
に
は
「
基

幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

設
置
さ
れ
、
地
区
在
宅
介
護
支
援
セ

①基幹型在宅介護支援センター

(市役所介護支援課内) 2*366-7343

●
松

戸
駅

東
口

か
ら

徒
歩
五

分

ン

タ
ー
と

連
携

を
持
ち

な

が
ら
、
全

体

的
な
業

務
の
推

進
を

図

っ
て

い
ま

す
。

市
内

に

は
、

現
在

十
一
の
地
区

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

が
あ
り
ま

す

（
上
記
地
図
参

思

。

介

護
で
困

っ
た

こ
と

が
あ

っ
た
場

合
は
最

寄
り

の
在

宅
介

護
支

援
セ

ン

タ
ー
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

原
則
と
し

て
平

日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
で
す
。
緊
急
の
場
合
は

そ
れ
以
外
の
時
間
で
も
相
談
に
応
じ

ま
す
（
基
幹
型
と
矢
切
で
は
午
後
５

時
以
降
の
対
応
は
で
き
ま
せ
ん
）
。

繼
面

接

・

電

話

相

談

（

介

護

相

談

等

）保
健
婦

や

ソ
ー

シ
ャ
ル

ワ

ー
カ

ー

な

ど
の
専

門

家
が
、

在
宅

介
護

に
関

す

る

相

談
を

総

合

的

に
受

け

ま

す

。

相
談

は
直
接
セ
ン

タ
ー
を
訪
ね
た
り

、

電
話

で
す

る
こ

と

が
で

き

ま
す

。
場

合

に
よ

っ
て

は
セ
ン

タ

ー
職

員

が
ご

家
庭

を
訪

問
し

、
相

談
に

応
じ
ま

す

。

廱
福
祉
用

具
の
相

談

介
護
用
ベ
ッ
ド
や
車
い
す
な
ど
そ

の
人
に
合
っ
た
介
護
機
器
（
用
品
）

を
紹
介
し
、
使
川
方
法
や
購
入
方
法

な
ど
を
助
言
し
て

い
ま
す
。
セ
ン
タ

ー
内
に
は
そ
の
ほ
か
入
浴
補
助
具
・

お
む
つ
・
パ
ジ
ャ
マ
な
ど
の
福
祉
用

具
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

②中央在宅介護支援センター

(市立東松戸病院併設) S391-0211
●
松
戸

駅
東

口
・

新

八
柱
駅

か
ら
東
松

戸
病

院
行

き
バ
ス

終
点
下

車

●
東
松

戸
駅

か
ら

本

八
幡
行

き
バ
ス
「
東
松
戸
病
院
入
口
」

下
車

廱
高

齢
者
住
宅
改
造
相
談

高
齢
者
が
生
活
し
や
す

い
家
に
改

造
し
た
い
と
い
弓
場
合
の
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

お
お
む
ね
六
十
五

歳
以

上
の
介

護
を
必
要
と
す
る
人
お
よ
び
日
常
生

活
に
何
ら
か
の
支
援
を
必
要
と
す
る

人
ま
た
は
そ
の
家
族
で
す
。

相
談
な
ど
に
要
す
る
費
用
は
無
料

で
す
。

※
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
か
ら
、
介
護

や
介
護
予
防
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

れ
ば
説
明
に
伺

い
ま
す
の
で
、
電

話
で
、
近
く
の
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
（
左
図
参
照
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

④小金原地区在宅介護支援センター

(栗ケ沢デイホーム併設)Q383 ―3111

③新松戸地区在宅介護支援センター

(新松戸中央総合病院併設) c346-2500
●
北
小
金
駅
・
馬
橋
駅
・
常

盤
平
駅
の
各
駅
か
ら
小
金
原

団
地
行
き
バ
ス
「
笹
塚
」
下

車
徒
歩
五
分

●
新
松
戸
駅
・

幸
谷
駅

か
ら

徒
歩
五
分

⑧東部地区在宅介護支援センター

(南花園併設) O391-5600

⑦五香六実地区在宅介護支援センター

(松寿園併設) 0386-1316

⑥小金地区在宅介護支援センター

(大倉記念病院併設) S341  ―6711

⑤常盤平地区在宅介護支援センター

(常盤平記念病院併設) S394-5225

●
八
柱
駅
・
新
八
柱
駅

か
ら

徒
歩
二
十
分

●
松
戸
駅
東
口
か
ら
紙
敷
車

庫
行
き
バ
ス
「
初
崎
」
下
車

徒
歩
五
分

●
五
香
駅

東
口

か
ら
ク
リ

ー

ン

セ
ン

タ
ー
経
由
バ
ス
「
六

実
支
所
」
下
車
徒
歩
七
分

●
北
小

金
駅

南
口

か
ら
幸
田

循
環

バ
ス
「

職
員

住
宅

前
」

下

車
徒
歩
五
分

●
常
盤
平
駅
南
口
か
ら
徒
歩

十
五
分

⑩馬橋地区在宅介護支援センター

(偕楽園併設) S340-1355

⑥矢切在宅介護支援センター(松戸市

社会福祉協議会併設) S368-7885

⑩明第2地区在宅介護支援センター

(東葛クリニック病院併設)S331 ―2027

⑧明第1地区在宅介護支援センター(アイ

リスケアセンター稔台併設)H308 ―7811

●
馬
橋
駅
西
口
か
ら
徒
歩
三

分●
松
戸
駅
西
口
か
ら
市
川
行

き
バ
ス
「
浅
間
台
」
下
車

●
松
戸
駅
西
口
か
ら
戸
ケ
崎

操
車
場
ま
た
は
三
郷
団
地
行

き
バ
ス
「
地
蔵
前
」
下
車
徒

歩
三
分

●
稔
台
駅
か
ら
徒
歩
五
分

費
用

利
用
で
き
る
人

開
設
時
間

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

⑦
五
香
六
実

②中央

⑨
明
第
一

⑧
東
部

⑤常盤平

④小金原

③
新
松
戸

⑥小金

⑫馬橋

⑩
明
第
二

⑪矢切

①基幹型

松戸市役所



八ヶ崎新町町会文化展

日時…１１月18 日出・19 囗(日)午前10 時～

午後5時

会場…ハケ崎新町会館(ハケ綺3の28 の4)

内容…書・絵画・俳句・短歌・川柳・写

真・手工芸・盆栽・生花・アートフラワ

ーなど

圈ハケ畸新町町会・岡村≪343-7772

日ごろの訓練の成果を遺憾なく発揮しました

［
］
モ

ナ
リ

ザ
ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

（
社

交

ダ
ン

ス
）

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象

多
少
経
験
の
あ
る
人
　
呰
印
可

三
千

円
（
入
会
金
千
円
）

圖
伊
東

登
誣
・
9
7
2
0

「
」
馬

橋

ペ
ン

習

字

サ

ー
ク

ル

毎
月
第

∇

三
・
四
木
曜
日
午
前

1
0時
～
午
後
１
時

会
場
馬
橋
市
民

セ
ン
タ
ー
　
内
容
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
筆

ペ
ン
の
練
習
等
　
眥
啣

月
二
千
五
百

円

父

会
金
千
円
）

圜
武
藤

讐
3
4
3
・
9
8
9
0

【
】
昌

華

書

道

サ

ー

ク

ル

毎
週

①

火
曜

日
午

後
３

時
～
９

時

②
禾

曜

日
午

後
３
時

～
９

時
③
日
曜

日

午
前
1
0
時
～

正
午
　

会
場
八
ヶ
崎

市

民

セ
ン

タ
ー
　

内

容

ペ
ン
字

・
か

な

・
く

ら
し

の
書
ほ

か

．
眥

用
月
三

千

円
（
入

会
金
千

円

・
お
手

本
代

別
）

國
飯

村

昔
3
4
5
・
6
9
5
8

［

］
カ

ー
レ

イ

ー
ロ

ケ

ラ

ニ
　
（
フ

ラ

ダ

ン

ス

）

毎
週

火

曜
日

①
正

午
～

午
後

２
時

②

午
後

２

時
～
４

時
、

毎
週

土
曜

日

③

午
前
1
1
時
～
午

後
１

時
④

午
後

―

時
～

３
時

会
場

①

堊

小
金
北
市

民

セ

ン
タ

ー
③
①
小

金
市

民
セ

ン
タ

ー

杤
爾
百

二
千
円

入

会
金
千

円
）

圜
小

盾
登
3
4
2
・
0
1
4
7

（
夜
間

の

み
）

茜
嵒
叨
月
千

五

百

円

（
入

会

金

千

円

厂

゛

固

信

田

豊
川

・

Ｑ
ｄ
７
ｒ
ａ
（
Ｑ
″

「
」
松
戸

ド
イ

ツ

語

読

書
会

毎
週
土
曜
日
（
第

∵

三
は
初
級
、

第
二

・
四
は
中
級
）
午
後
２
時
～
５

時

龠
焉

馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内

容
教
科
書
を
読
ん
で
順
次
解
釈
を
し

て

い
く
　
数

囹
月
千
円

（
入
会
金
な

し
）
※
初
心
者
歓
迎

國
田
村

登
3
4
4
・
0
7
8
6

「

」
小

金

原

美
容

体
操

サ

ー
ク

ル

毎
週
火

・
木
曜
日
午
前
９
時
3
0分

～
1
1時

会
場
小
全

原
体
育
館

内

胄
健
康
体
操
と
デ
ィ
『
ス
コ

ダ
ン
ス

し

、
今
年

で
二

上

二
回

を
数
え

ま

す
。

年
々
レ

ベ
ル

も
向

上
し

、
毎
年

、
白

熱
し
た
茴
技

が
展

開
さ
れ
て

い
ま

す
。

今
年

は
七

十
四

事
業
所

か
ら

男
子

七
十
チ

ー

ム
、
女
子

二

十

一
チ

ー
ム

の
計
二

百
七

十
三

人

が
参

加
し

て
競

い
ま
し

た

。
優
勝

チ

ー
ム
は

、
男
子

の
部

が
日
立

粉
末

冶
金

㈱
松
戸

事
業

所

チ

ー
ム

、
女
子

の
部

は
京
葉

ガ
ス

㈱
チ

ー
ム
で

し
た

。

1
0月
４
日
、
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
「
屋
内
消
火
栓
操
法
大
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
人
会
は
、
市
内
の
百
貨
店
・

病
院
・
学
校
・
工
場
な
ど
の
事
業
所

に
設
置
さ
れ
て

い
る
屋
内
消
火
栓
設

備
の
取
り

扱
い
に
慣

れ
、
火
災

初
期
に
お

す
る
哨
爬

参道には数々のお店が並びました

屋
内
消
火
栓
操
法
大
会

※身近な情報をお寄せください。

ザ・アーツ・フリーマーケット in 

東漸寺

もし、大地震が起きたら…

1
0月

２
日

、
小

金
東
漸

寺
境
内

で
第

一
回
「
小

金

・
ぶ
ら
口
市

」

が
開
催

さ

れ
ま
し

た
。
会

場

が
東

漸
寺
と

い
う

、
緑

に
囲
ま

れ
た

舞
台

を
生

か
し

た
催
し

で
し

た
。

当
日

は

、
九
十

店

が
出

店
し

、
陶

器

・
絵

画

な
ど

の
展
示

即
売

や

バ
イ
オ

リ
ン

・
津
軽
三

味

線

の
演
奏

、
野

だ
て
、

阿
波
踊

り

な
ど
さ

ま
ざ

ま
ｌ

崔
し

傴
桑

昨
幺
ム
ず
ら
匯
ま

し
卜
』。

馬橋発

10月15 日、ハケ綺第四町会で［もし 、大地震が起きたら…］

をテーマに防災訓練が行われました。

毎年行われている訓練ですが、今年は町会行事の最重要行事

と位置付け、4月から準備を進めてきたものです。

訓練には1ﾜ ○人が参加、関心の高さを示していました。

町会長の柏木昭雄さんは、「今年は情報班がメーン。災害が起

こった時、町内の人の安全を確認することが確実にできるかと

うかを中心に、訓練を行いました」と話し てく れました。こう

いった普段の訓練がいざというとき役に立つのでしょう。

避難者名簿の作成のほかにも 、避難誘導・初期消失・応急救

護・炊ぎ出しなど 、もりだくさんな訓練でした。

小金宿連による阿波踊り

小金・ぶらり市

市立保育所臨時職員（保育士）を募集

職種保育士　対象保育士資格がある人

募集人数若干名　勤務月～金曜日＝午前9

時～午後4時、土曜日＝午前9時～午後O時

30分　勤務期間平成13年3月31日まで

詈保育課指導係Q366-7351

松戸市緑推進委員会を開催

11月21日㈹午前10時から　会場議会棟3

階第1・第2特別委員会室　定員先着10人

糸議題はお問い合わせください。

圉当日午前9時30分から、会場で

固みどりと花の課保全係c366-7378

教育委員会会議を開催

11月24 日㈲午後2 時 から　会場京葉ガス

Ｆ松戸ビル5階会議室

刪旁聴できます。議案はお問い合わせくだ

さい。

圖教育委員会企画管理室c366-7455

松 戸 市水道事業運営審議会を開催

11 月27日(月)午後6時 から　会場市役所別

館地下1嵋i刑ぽ室　定員先着10人

奈議題等はお問い合わせください。

匣当日午後5時30 分から、会場で

固水茴 総務課庶務係S341 一回0

野 鳥観察会( 流 山新川耕 地)

11 月26 日(日)午前8時松戸駅東ロデッキ上

集合､ 午後1時現地解散〔雨天中止〕　内容

水田地帯の冬鳥を観察　持ち物筆記・観察

用具・昼食など　費用交通費実費

圖 釉まつど街と水辺の緑化基金25345 ―

9846

聞 こ え ない と悩 むより友達 を見つ けて

楽しい時を過ご し ましょう

11月24日脚午後1時～4時　会場ふれあい

22（健康福祉会館） 内容卜－ルペイント

対象中途失聴者 一難聴者 費用無料

※要約筆記・手話通訳あり

圃電話またはファクスで千葉県中途失聴者

難聴者協会東葛北支部松戸地区会・岡野壺

c347-5655 へ

視 覚障害者就 労問題シン ポジウム

11月19 日（日）午前10 時～午後4時 会場千

葉中央コミュニティセンター（干葉駅から

モノレールで千葉市役所前下車）　内容午

前＝講演会（講師＝中途視覚障害者の復職

を考える会・工藤正一氏）、午後＝パネル

ディスカッション　費用500 円 く資料代）

圃電話で千葉県中途視覚障害者連絡会・金

子0336-5112 へ

住 宅リフ ォーム相談 と市民講座

11月18 日㈹ 午前10 時～午後4 時＝住宅リ

フォーム相談､午4餃 時～3 時＝市民講座｢ リ

フォームのポイントとバリアフリー住宅｣

講師松戸住宅リフォーム相談員　会場新松

戸市民センター　費用無料

圃当日会場で

固 松戸住宅リフォーム相談員協議会( 住宅

課内) 0366-7366

愛の献血（松戸ユーカリライオンズク

ラブ）

11月25日比午前10時～11時45分、午後1

時～4時　会場ダイエー新松戸店前

固保健福祉課検診係£5366―7487

矢 切 オ リ エ ン テ ー リ ン グ 大 会

11 月23 日竕〔雨 天 の場 合 は26 日（日）に順 延 〕

午 前8 時 矢 切 小 学 校 校 庭 集 合　 種 目 親 子（小

学3 年 生 以 下 の 子 と 親 ） ・低 学 年 （小学3 年

生 以 下 の グル ープ ） ・高 学 年 （小 学4 ～6 年

生 の グル ー プ） ・ シニ ア （60 歳 以 上 の グル

ープ ） ・ オ ープ ン （前 記 以 外 の グ ル ープ ）

定 員 当 日 先 着700 人　 費 用1 人300 円 （軽

食 ・保 険 料 を含 む）

昌 松 戸 市 青 少年 相 談 員 連 絡協 議 会 矢 切 支 部

・渋 谷O363-5092  ( 午 後7 時 ～8 時 ）

松戸市・鎌ケ谷市特殊 学級合同作品展

11 月29日収～12 月３日糾、午前10 時～午

?飭 時 会場文化ホール 内容絵画・工作・

手芸・工芸など　出展団体松戸市・鎌ケ谷

市小中学校特殊学級、県立松戸養護学校、

県立松戸つくし養護学校

圜教育委員会指導課£5366―7458

12 月定 例市議会を開催

平成12 年松戸市議会12 月定例会は、12 月

６日㈲から19 日(火)まで開催される予定です。

請願・陳|青は､11 月27日(月)午後5時までに提

出してください。なお、提出に際しては、

趣旨を簡潔に記載してください。

※傍聴する際は、日程をあらかじめ確認し

てください。

期　日 会議予定 主な内容

12/ 6㈲ 招集日・本会議 議案説明

7困

本会議 一般質問
8 ㈲

11 側

12 ㈲

13≪ 予備日

14休）
常任委員会 議案等の審査

15銜

19 固 本会議 議案等の議決

圖市議会事務局議事課S366 ―7382

小金・小金原・

馬橋支所版

初
期
消
火
は
お
任
せ

馬橋発

活
動
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
え

る

こ

と

を

目

的
Ｅｙ
に

誘い合わせて

見に来てください
馬橋発

会
員
募
集

※
都
合
に
よ
る
会
場
等
は
変

更に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地域性を生かし
小金発

上＝倒壊家屋からの救
出 下＝応急救護

八ケ崎第四町会で防災訓練

12月定例市議会日程
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10月15 日、団地40 周年記念・常盤平団地スポーツ・フェア＝

写真＝が、金ケ作公園で行われました。種目は、競争よりもふ

れあいを重視し、お年寄りから子どもまで「みんなで楽しくい

きいき」と参加できるものばかり。豪華な景品も用意され､3 ∠10

家族刀00 人が秋晴れの下、いい汗を流しました。

常盤平 団地40 周年記念　 歳末ふれあい広場

日時…12 月３日膕午前10 ㈲～午後3時〔雨天中止〕

会場…金ケ作公園　内容…もちつき・フリーマーケット

固常盤平団地自治会昔388-9367
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※身近な情報をお寄せください。

牧の原団地 欅 祭
牧の原団地2街区の居住者でつくる｢ 欅( けや

き) クラブ｣ では､ 第2回文化祭(欅祭) を開催し

ます。

日時…11月18日出午後1時～5時

11月19日(日)午前9時～午後4時

会場…牧の原団地2街区集会所

内容…絵画・書道・写真・手工芸などの展示、

詩吟の発表、お茶席、バザー

圖細井容385-1877
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日本語スピ ーチコンテスト外 国人出場

者を募集

２月24 日出午後1 時開演　会場市民劇場

対象市内および近郊に在住・在勤・在学の

①両親とも日本国籍を持たない②在日期間

が通算5年 未満③15 歳以 上④当コンテスト

で入賞経験のない人　テーマ自由（時間は

5分以内） 選考スピーチ原稿の審査があり

ます　費用無料

※周りに対象となる人がいたら教えてあげ

てください。

圃12 月15日廁 までに、所定の申込用紙を直

接、財松戸市国際交流協会（松戸市役所新

館5階、≫366 ―7310) へ。スピーチ原稿は

１月24 日伽までに、直接または郵送で〒271

-8588 松戸市根本387の5 勦4公戸市国際交

流協会へ

流山線の利 用に関する調査にご協力 を

流山市では、総武流山線を利用されてい

る人を対象に、利用に関する調査を実施し

ます。調査にご協力をお願いします。

調査日11 月28 日く火)(雨天 の場合は29日㈲

または30日休)〕 アンケート用紙配布場所

総武流山線各駅付近　回収方法郵送

圈流山市都市計画課交通計画推進室S0471

-50-6087

東 松 戸病院健康セミナ ー

12月15日銜午後2時～3 時30 分　会場東松

戸病院大会議室　内容講演「健康づくりの

ための食生活～食生;刮旨針の意義について」

講師東松戸病院管理栄養士 定員先着70人

費用無料

圃電話で東松戸病院保健福祉医療室昔391

－5500 へ

ステンド グラ スで クリスマスのオーナ

メントを作ろう

12月９日㈹午前10 時～正午　 会場常盤平

市民センター　講師中村智氏　 対象小学4

年～中学生 定員先着20人　費用1,000円

圃 電話で常盤平児童福祉館Q387-3320 へ

(月曜休館)

ビ デ オ編集講座( 初 級・中級)

11 月24日㈲・25日(土)・26 日(日) 時間午後

1時30 分～4時30分　会場森のホール21情報

センター　内容自分の撮影したビデオに夕

イトル・音楽を入れてオリジナル作品を作

る　対象初めて講座を受ける人　定員各日

先着6人　 持ち物自分で撮影したビデオテ

ープと新しいビデオテープ 費用無料

圃11 月15 日冰)午前9時30 分から、電話で森

のホール21情報センターS384-5050 へ

ち ぱ文化祭2000

①ス テージの祭典

11月19 日(日芹 後2 時 から　会場千葉県文

化会館( 千葉市) 内容千葉県少年少女オ

ーケストラ・銚子はね太鼓保存会など県内

で活躍しているアマチュア文化団体による

音楽や伝統芸能　定員先着1,790 人　費用

無料

※申し込み方法はお問い合わせください。

②生活文化総合フェア

11月25 日(土)午前10時30 分～午後5時・26

日(日)午前10 時～ 午後4時30 分 会場幕張メ

ツセ国際展示場　 内容創・遊・食・学の4

つのゾーンで展示・実演など　費用無料

固 ちば文化祭実行委員会事務局( 県文化国

際課内) O043 ―223 ―2406

オ ーラルケア・フェスタ2000

12 月２日出午後1時～8 時30 分　会場青葉

の森公園芸術文化ホール（千葉市）　内容

講演「日本人の食文化の原点」＝永山久夫

氏・「少年の犯罪と心理」＝櫻井よし子氏、

コンサート（フルート・ピアノ）＝藤井香

織氏・藤井裕子氏　定員各講演、コンサー

トとも先着877人　費用無料

圃11 月２２日困までに、電話で千葉県歯科医

師会O043-203-1675 へ

21 世 紀 の森と広 場内野外 生活体験施設

の事業者を募集

対象野外活動ゾーン内野外生活体験施設

(建物およびデイキャンプ場) の運営( 食材

の販売・用具のレンタル・清掃・ごみの処

理等) に協力できる事業者　条件①長期(10

年以 内) にわたって営業を継続できる②管

理許可地域内の清掃・ごみの処理ができる

③運営に必要な許可を取得できる①業務に

精通している( 山の中での営業も考慮) ⑤

防火管理者をおき消防計画を消防署へ提出

できる⑥使用料・光熱水費等の負担⑦必要

な備品類の購入⑧原則として市内法人など

引1 月17日銜午後2時からパークセンター

で説明会を行います。

圖21 世紀の森と広場管理事務所■Q345―89C:)0

｢近 く にこんな公園があったらいいなあ｣

絵 を募集

内容｢ 近所にあったらいいなあ｣ と思う公

園や遊具の絵　サイズA4 版( 紙質・画材は

問いません) 期限12月15日廊

※詳細はお問い合わせください。

※｢あなたの近くのナンバーワン公園｣ も募

集しています。

固 次世代の公園を考える市民ラボS367-

888901367 ―8827

常盤平・六実・

東部支所版

常盤平スポーツ・フェア

常盤平発

地
域
の
人
た
ち
と

五
中
生
徒
の

常盤平発八
柱
あ
い
さ
つ

ま
つ
り
　
＆

ふ
れ
あ
い
広
場

常盤平発



※身近な情報をお寄せください。

第
四
十
二
次
日
本
南
極
地
域
観
測
隊
員

市

内
在

住

で

、

第

四

十

二

次

日

本

南

極

地

域

観

測

隊

越
冬

隊

員

の

田

中

敬

子

さ

ん

と

田

村

芳

隆

さ

ん

が

、

１１
‥一

月
1
4
日

の

南

極

観

測

船

「

し

ら

せ

」

で

の

出

発

を

問

近

に

控

え

た
1
0
月
2
0

日

、
松

戸

市

を

表

敬

訪

問

し

ま

し

た

。

市

長

は

、

田

中

さ

ん

と

田

村

さ

ん

盤に向かい合えば心 も通う...

新松戸囲碁大会

表敬訪問の際、市民サロンで市長と

を
祝
福
・
激
励
し
、
南
極
で
の
任
務

に
思
い
を
は
せ
る
二
人
と
し
ば
ら
く

の
附
歓
談
し
ま
し
た
。

二
人
は
、
平
成
1
4年
の
春
に
任
務

を
完
了
し
、
帰
国
予
定
で
す
。

10月巧日、新松戸市民センターで新松戸町

会連合会が主催しての囲碁大会が開かれまし

た。今年で8回目のこの大会は、囲碁の勝負を

きっかけに、町会の人同士の交流を深めても

らおうという趣旨で始まったものです。

今年は初心者から6段までの66人が集まり、

盤をはさんで真剣勝負Ｏ勝敗はともかく 、皆

さん、楽しい1日を過ごしました。

1
0月
2
8日
、
西
馬
橋
の
「
虹
の
街
町
会
」
で
は
、
震
度
７
の
地
震

が
起
こ
っ
た
と
の
想
定
で
夜
間
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

午
後
７
時

の
サ
イ
レ
ン
で
、
三
ヵ
所
の
避
難
場
所
に
速
や
か
に
避

難
し
て
避
難
者
名

簿
を
作
成
後
、

メ
ー
ン
会
場
で
あ
る
広
田
公
園
に

合

流
。
防
災
婦
人
部
に
よ
る
炊
き

出
し
、
仮
設
テ
ン
ト
張
り
な
ど
実

践
的
な
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

佐
々
木
一
隆
町
会
長
は
「
雨
で

し

か
も
夜
間
で
し
た
が
、
三
百
人

余
り
が
参
加
し
ま
し

た
。
地
震
は

い

つ
起

き

る
か
わ

か
ら
な

い
か

ら
、
夜
問
や
雨
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

状
況
を
体
験
す
る
こ
と
が
大
切
な

ん
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

11 月１日 、大橋の養護老人ホーム「松風荘」では

入所しているお年寄リたち40 人 に握ったばかりのお

寿司がふるまわれました。

このうれし いプレゼントは 、松戸鮨（すし）商同

業組合がお寿司屋さんに足を運言ことができないお

年寄り に握りたての寿司を味わってもらおうと毎年

続けているもので、今年で30 回目になります。

お年寄りの皆さ んは、「毎年楽し みにしています」

「おいしいです」ととても喜んでいまし た。

熱いから気を付けてね

抖一
月
３

日
、
恒

例

の
芋
煮

会

が
江

戸
川
河

川
敷

（
新

葛
飾

橋

沿

い
）
で
行

わ

れ
ま
し

た
。

主

催
は
松
戸

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
。

あ

い
に
く

の
小

雨

模
様

で
し

た

が

、
多

く

の
人

が

集
ま

り

、

二

つ
の
鍋

は
フ

ル
稼
動

。
何
と

約
二

千

五
百

食

が
出
ま

し
た

。

参

加
者

は
、
新

鮮
な

里
芋

を

メ

ー
ン
に

矢
切
ネ

ギ
な

ど
地

の

野
菜

十
種

類
を

ふ
ん
だ

ん
に
使

っ
た

み
そ

仕
立
て

の
鍋

に
大

満

足
で

し
た

。

催
　
し
　
物

「
」
フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

‥１１‥一
月
2
6
日

㈲
午
前
1
0
時
～
午

後
３

時
〔
雨

天

の
場

合
は
1
2
月

２
日

出
に

順

延
〕
　

会

場
伊

勢

丹
松

戸
店

前
広

場國

リ
サ
イ

ク
ル
運

動
推

進
事

業
協
会

容
砌

・
8
3
8・
8
3
0
9

［
］
松

戸

い

き

い

き

福

祉

フ

ェ

ア

1
1月
1
9
日

収
午
前
1
0
時
～
午

後
３

時

会
場
松
戸

競
輪

場

内

容
講
演

「
地

域

の
生
活

福
祉
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク
」

（
講

師

＝
ニ

ッ

セ
イ

基

礎
研

究

所

主

任

研

究

員

・
岸

田

宏

司

氏
）
、

パ
ネ

ル

デ
ィ

ス

カ
ッ
シ

ョ
ン

「
各
Ｎ

Ｐ
ｏ

法

人

の
活
動

と

こ

れ

か

ら

の
課

題

」

（
パ
ネ

ラ

ー

＝
市

内

Ｎ

Ｐ
ｏ

法

人

代

表

）
　

杤
用

無
料

圖
Ｎ

Ｐ
ｏ

松
戸
福

祉
サ

ー

ビ
ス
振
興

会

事
務

局

昔
3
3
0
・
3
4
5
0

［
］
胡

録

台

学

童

ま

つ

り

1
1月
2
6
日

㈲
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午

後

２
時

〔
雨
天

決
行

〕
　

会
場

胡
録

台

学

菫
保
育
所

広
場

（
松

ケ
丘
小

学

校

体
育

館
裏

）
　

内

宦

俣
擬
店

・

バ

ザ
ー
ほ

か

臘
胡

録
台

学
童
保

育
所

昔
3
6
5
・
９
２

「

」
男

の

料

理

教

室

（

初

心

者

向

け

）Ｈ
月
2
5
日

出
午
前
1
0
時

～
午

後
０

時
3
0
分

会

場
女
性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う

ま

つ
ど
　

内

容
お

い
し

い
ご
飯

の
炊

き
方
と

み
そ
汁

の
作

―
方

、
簡

単
な

魚

・
野

菜
料

理
　

定
蕀

先
着
二

十
四

人
　

費
用

七
百
円

圃
電

話
で
松

戸
友

の
会

・
窪
川

昔
3
8
4

・
1
2
9
4

へ

［

］
色

彩

二

〇

〇

〇

い

い

色

の

日

ト

ー

ク

＆

ラ

イ

ブ

コ

ン

サ

ー

ト

1
1
1
1

■
(
月
1
6
日

團
午
後

７
時
～

９
時

会
場

ラ

ウ
ン

ジ
九
州

（
松

戸
駅

西
目

内
容

デ
ザ
イ
ナ

ー

・
高
山

勉
氏

の
ト

ー
ク
と

歌

費

用

二
千

円

（
フ

リ
ー

ド
リ
ン

ク
付

き
）

圖
見

つ
け
よ
う

い
い
色
・ｍ
ま
つ
ど
「
松

戸

の
色

彩
を
考
え

る
会
」
　・
種
田

昔

3
4
8
・
9
0
0
9

［

］
松

の

実

コ

ー

ラ

ス

創

立

四

十

周

年

記

念

定

期

演

奏

会

1
1
1
1

一
月
2
6
日

㈲
午

後
３

時
～

５
時

会
場

市
民
会

館

内
容

フ
ォ

ー
レ
女

声
合

唱
曲

「
東
洋

の
音

を
訪
ね

て
」

・
宗

教
曲

テ

カ

ペ
ラ
）
ほ

か

費

用
無
料

圜
松

の
実
コ

ー

フ
ス

・
稲

村

登
3
6
6
・

［

］
社

交

ダ

ン

ス

初

級

講

習

会

Ｈ一
月
2
0
日

～
1
2月
2
9
日

の
毎

週
月

・

金

・
土

曜

日

〔
全

十

八

回
〕
、
正

午
～

午
後
２

時

（
金
曜
日

は

午
後

７

時
～
９

時
）
　

会

場
青
少

年
会
館

善
用

一

回
五
百

円

圖
ニ
ュ

ー

ダ
ン
シ
ン

グ
サ

ー
ク
ル

・

渡
部

昔
錮
・
9
0
8
9

［

］
ま

ち

づ

く

り

寺

小

屋

講

座

①
ｘ

’
ｍ

ａ

ｓ

フ

ル

ー
ツ

ポ

マ
ン

ダ

ー
を
つ
く

り

ま
し
ょ

う

1
1
1
1

一
月
2
4
日

蚩

午
前
1
0
時

～
正

午

費
用

子

五
百

円

（
材

料

費

を
含

む

）

②
ｘ

’
ｍ

ａ
ｓ

ト

ー
ル

ペ
イ
ン

ト

1
1月
3
0
日

困

午
前
1
0
時

～
正

午

内

容

ク
リ
ス

マ
ス

ツ
リ

ー
を
作

る

対

象
初
心
者

眥

廖

卞
六
百
円

（
材

料
費

を
含
む

）

①

②

と

も

、

会
場

松

戸

ま
ち

づ

く
旦

父
流
室

テ

ン
ト
小
屋

（
東
葛

飾

合
同
庁

舎

剛
）
　

定
員

先
着
卜

八
人

匣
①

②

と

も
、
電
話

ま
た
は

フ
ァ
ク

ス
で
テ

ン
ト
小

屋

登
3
6
7
・
8
8
8
9

撩
一ｔ
。
・
8
8
2
7

へ

「

」
恵

墨

会

（
墨

絵

）

毎
月

第

∇

三

火
曜

日
午

前
1
0
時

～

正

午

会
場

勤
労
会

館

苣

啣

月

二

千
五

百
円

べ
入

会
金
千

円
）

昌
徳
方

音
3
9
1
・
2
7
2
4

［
］
は

な

み

ず

き

手

編

み

の

会

毎
週

水

曜
日
午

前
1
0
時
～

午
後

１

時

会

場
女

性
セ

ン

タ
ー

ゆ
う

ま

つ

ど
　

内

容

各
自

が
希

望

の
作

品
を
選

ん
で
編
む
　

善
用

月
三
千

六
百
円
（
入

会

金
三

千
円

）

固

渡
辺

登
3
8
8
・
8
9
2
1

［
］
健

康

体

操

コ

ス

モ

ス

毎
週

火
曜
日

午
前
９

時
3
0
分
～

いＨ

時
　

会

場
和
名

ケ
谷

ス

ポ
ー
ツ

セ
ン

タ
１

対

象
Ｉ（

十

歳
ま

で
の
女

性

持
ち
物
上

履
き

・
運
動

の
で

き

る
服

装
　

苣

啣
拜
二
千

五
百

円

（
入
会

金

千

円
）

圈
松

本

音
3
6
1
・
7
5
3
0

【
】
松

戸

フ

ラ

ワ

ー

ズ

（
女

性

サ

ッ

カ

ー
）

毎
週

火

・
木

曜
口

午
前
1
0
時
～
正

午

会

場

横
須

賀
中

央
公

園

対

象

女

性
　

眥

専

口
千

円
（
入

会
金
千

円
）

圈
三

森

音
錮
・
1
8
1
7

【
】
さ

が

み

ク

ラ

ブ

（
バ

レ

ー

ボ

ー

ル

）

毎

週

日
曜

日

午

前
ま

た

は

午

後
、

平

日
夜

間

会

場
相
模

台
小

学
校

体

育

館

対
象

家
庭
婦

人
　

費
用
月
千

二
百

円

父

会

金
な
し

）

固
永

澤

登
3
4
8
・
1
3
4
5

（
午
後

６

時
以

降
）

［
］
松

戸

あ

ひ

る

会

毎
週
火

曜
日

午
後
６

時
～

９
時

会

場
市
民

会
館

内

竇

初
歩

的
な

絵

画

の
勉
強

眥

忠
月
二
Ｔ

五
百
円
（
入

会

金
千
円

）

固
宇

津
見

登
3
6
2
・
8
6
8
8

【
】
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
2
1
世
紀

毎
月

第

丁

二

こ
二
金
曜

日
午

後

７

時
～
９

時

会
場
二

十
世

紀

が
丘

市

民
セ

ン

タ
ー
　

内

容
（

ワ
イ
ア

ン

フ
ラ
　

眥

叨
月
三

千
八

百
円

（
入
会

金
千

円
）

固
初

野

容
3
6
2
・
8
0
4
5

「
」
稔

台

つ

ば

き

会

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎

月
三

回
土

曜
日
午

後
６

時
～
８

時
3
0
分
　

会

場
稔
台
市

民
セ

ン

タ
ー

対
象

多
少

経
験

の
あ

る
初
級

者

費

用

月
三
千
円

（
入

会
金
千

円
）

圜
鈴
木

公
０
４

７
１

・
7
3
・
０
４
３

［

］
社

交

ダ

ン

ス

ス

テ

ッ

プ

剄一

毎

週
土

曜
日

午
後
５

時
～

６
時
5
0

分

会
場

勤
労

会
館

内

容
初
心

者

・
入
門
コ

ー
ス
　
呑
屋
肖

千
円
（
入
会

金

な
し
）

國
田
口

音
3
6
2
・
2
0
5
3

（
夜
間

の

み
）

［

］
松

戸

リ

ト

ル

リ

ー

グ

（
硬

式

野

球

）

毎

週
日

曜
日

、
祝
日

午
前

８
時
3
0

分
～

午
後

４

時
3
0分

会

場
沼
南

グ

ラ

ウ
ン

ド

（
沼

南
町

）
　

対

象

小
学

生

の
男
女
　

費
用

月

四
千

円
（
入

会

金

な
し
、

∵

二

年
生

は
二
千

円
）

固
江
口

昔
3
4
2
・
2
9
6
7

（
夜
間

の

み
）

［

］
松

戸

リ

ト

ル

シ

ニ

ア

（
硬

式

野

球

）

毎

週
土

・
日
曜

日

、
祝
日

午
前
９

時
～

午
後

５
時

（
第

丁

三

・
五

土

曜
日

は
午

後
２

時
3
0分

か
ら

）
　

会

場
江

戸
川
河

川

敷
ほ

か
　

対

象
中

学

生
　

眥

澎
月
五
千

五
百
円

（
入

会
金

津

肭

保

険
料

年
額
四

百
円

）

圖
大
黒

公
3
8
6
・
8
8
2
4

【
】
新

松

戸

吟

道

会

①
毎

週

水
曜
日

午
後

１
時
～

４

時

②
毎

週

土
曜

日

午
前
1
0
時

～
正

午

、

午
後

７
時

～
９

時

会
場

①
青
少
年

会
館

②

新
松

戸
市

民
セ

ン
タ

ー

内

容
詩

吟

・
和

歌

・
現
代

詩
等

善
兩

月
二
千

円

（
入
会

全

一
千

円
）

圖
塩
井

登
3
4
4
・
9
1
9
6

【

】
松

戸

邦

楽

会

毎

週
木
曜

日
正

午
～

午
後
４

時
3
0

分

会
場

市
民
会

館

内

寄

耕
内
小

唄

・
新
曲

・
古
典

・
三

味
線
曲

ほ
か

眥

御
月
五
千
円

（
入

会
金

な
し
）

國
村
田

登
3
6
3
・
6
8
9
1

［

］
木

目

込

人

形

和

光

会

毎

月
三

回

①

月

曜
日

②

火

曜
日

、

各
午

後
１

時
～
４

時

会
場
講

師
宅

（
仲

井
町

二

丁

目

）
　

内

容
木

目

込

人
形

の
制

作

費
用

月

三
千
円
（
入

会
金
三
千
円
、
材
料
費
別
）

圖
瀬
嵐

昔
3
6
7
・
7
8
0
0

「

」
子

供

の

た

め

の

中

国

語

教

室

「
一
丁

ハ

オ

小

朋

友

会

」

毎

週
火
曜
日

午

後
５
時

～
６

時

龠
璢

明

市
民

セ
ン

タ

ー
　

対
象

五
歳

児
～
小

学

生
　

蓉
乕

拜
五

百
円

（
入

会
金

な
し
）

圖
王

登
3
6
2・
6
1
5
1

（
午

後

６

時
以

降
）
　
　
　
　
　
　
　

本庁・新松戸・

矢切支所版

田
中
さ
ん
・
田
村
さ
ん
が
市
を
表
敬
訪
問

新松戸発

本庁発

広報まつどに現地リポートを連載

田中さんと田村さんから、南極地域観稠

隊員としての任期中、３ヵ月に1度、現地

リポートが届＜ことになりました。

リポートは来年3月から広報まつどに連

載します。 また 、教育委員会のホームペ

ジにも掲載を予定しています。

皆さん楽しみにしていてください。

矢切発

楽
し
い
芋
（
イ
モ
）
煮
会

矢切発

松風荘にお寿司を出前サービス

おいしかったです！
新松戸発
投
光
器
を
用
い
て
テ
ン
ト
張
り

虹
の
街
町
会
で
夜
間
防
災
訓
練

地
震
は
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
！

会
員
募
集

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
が
変

更に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。


